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研究成果の概要（和文）：　本研究では、現代社会における「歴史の文化」の批判的探究力を育成する歴史授業
の在り方を明らかにした。
　ドイツの歴史教育における先進的事例を分析し、現在の社会の中の歴史に関するメタヒストリー学習の重層構
造や意義、過去の社会の中の歴史に関するヒストリー学習と現在の社会の中の歴史に関するメタヒストリー学習
との相違、メタヒストリー学習にとっての比較の意味などについて究明した。その上で、それらを踏まえて授業
開発に取り組み、紙幣の肖像画、歴史マンガ、銅像、博物館の歴史展示、記念日などについて学習者が分析検討
する歴史授業の具体的構成や可能性を検討した。

研究成果の概要（英文）：The purpose in this study is to clarify the significances and the strategies
 of fostering the competence to analyze and judge "History Culture" in secondary history education. 
This study developed the unit plans centered on Meta-History Studies on History in Society, based on
 the analysis of advanced examples in History Education in Germany.      
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義は、現在の社会の中の歴史に関する新たなメタヒストリー学習に基づく歴史授業において、現在
についての学習を可能にできること、社会認識の教育、さらには社会認識を一環とする社会形成の教育をすすめ
られることについて、先進的事例の分析とそれらに基づく授業開発によって明らかにしたことである。現在の社
会の中の様々な歴史を分析検討するメタヒストリー学習の実現という歴史授業の新たな改革の方向性を提起する
ことができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 従来の歴史授業の改革研究では、殆どの場合、歴史授業における歴史認識をより有意味なも
のにすることやより主体的なものにすることが重視されてきた。過去について取り組むヒスト
リー学習の枠内で改革することがめざされてきたため、歴史授業は学習者にとって意義を見出
しづらいものとなっていた。過去を扱った既存の歴史について取り組むメタヒストリー学習を
可能にしようとする改革研究がなかったわけではないけれども、それらは専門家のアカデミッ
クな領域における狭義の歴史の分析検討を中心とする授業の提案であった。一般の人々のパブ
リックな領域における広義の歴史の分析検討を中心とする授業の研究は、研究代表者の先行研
究を除けば、未だ本格的には開始されていなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、現在の社会の中の歴史に関する新たなメタヒストリー学習に基づく歴史授業の可
能性を理論的実践的に究明することを目的とするものである。 
 歴史マンガ、歴史ドラマ、歴史映画、歴史祭り、歴史ツーリズム、歴史展示、記念日、記念
碑、記念式典、記念演説、紙幣の肖像画など、社会の中の様々な歴史を自明視せず、批判的に
分析検討し、社会における過去の取り扱いを問えるように育むことは、「国家・社会の形成者」
の育成に向けて歴史授業だからこそ担うことのできる役割である。 
 そこで本研究では、研究代表者の先行研究（服部一秀「中等一貫歴史カリキュラムにおける
歴史文化探究力の育成」、全国社会科教育学会『社会科研究』76、2012 年、同「年代史的カリ
キュラムにおいて過去の取り扱いの探究能力を育成する方略」、日本社会科教育学会『社会科教
育研究』123、2014 年など）をさらに発展させ、そのような能力育成のための歴史授業の在り
方を理論的に明らかにするだけでなく、授業計画の開発を通して具体的に提示することをめざ
した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は 2014 年度から 2018 年度までの 5カ年にわたって展開された。 
 前半（2014～2016 年度）では、ドイツの歴史教育における先進的事例の調査分析をすすめた。
ドイツ諸州の歴史教育では、社会における過去の取り扱い方が「歴史文化(Geschichtskultur)」
という概念でとらえられ、歴史教育の内容にとりいれられつつある。同国諸州の学習指導要領・
教科書・授業を分析し、現在の社会の中の歴史に関するメタヒストリー学習の多様な論理の析
出とそれらの吟味検討を行った。 
 その成果を踏まえ、後半（2017～2018 年度）では、山梨県内の現職教諭らの協力を得て、メ
タヒストリー学習に基づく授業プランの開発をすすめた。中学校・高等学校の授業開発にくわ
え、小学校の授業開発にも取り組んだ。 
 
４．研究成果 
(1)過去の社会の中の歴史に関する学習と現在の社会の中の歴史に関する学習の相違 
 過去の社会の中の歴史に関する学習は、過去についての学習であり、過去の社会の有り様を
中心内容とする。 
 それに対して、現在の社会の中の歴史に関する学習は、現在についての学習であり、現在の
社会における歴史の有り様や既成の歴史とのかかわり方を中心内容とする。 
 
(2)現在の社会の中の歴史に関する学習の重層構造 
 現在の社会の中の歴史に関する学習は大きく３つのタイプに分けられる。第１のタイプは、
既存の歴史の内容を理解する発見的学習（存在の意識化としての社会学習）、第２のタイプは、
既存の歴史の内容の理解を踏まえ、既存の歴史の理由・背景を認識する脱構築的学習（存在の
対象化としての社会学習）、第３のタイプは、既存の歴史の理由・背景の認識を踏まえ、既存の
歴史への対応を判断する再構築的学習（存在形成の正当化としての社会学習）である。 
 これらの学習は、並列関係ではなく、階層関係にあり、3 層からなる入れ子構造ととらえら
れる。 
 
(3) 現在の社会の中の歴史に関するメタヒストリー学習の意義 
 現在の社会の中の歴史に関するメタヒストリー学習は次の３点で意義を有する。第１は、学
習者が社会に遍在する歴史とのかかわり方を学べることである。第２は、歴史教育において現
在について直接的に取り扱えるようにすることである。第３は、歴史教育で社会認識や社会形
成の学習という社会の学習が可能となることである。 
 
(4)メタヒストリー学習にとっての比較の意味 
 社会の中の歴史に関する比較は、自社会と他社会の何れの社会の中の歴史を比較するかによ
り、他社会内比較、自社会内比較、自他社会間比較という３つのタイプに大別できる。メタヒ
ストリー学習にとっての比較の意味は、比較のタイプによって異なる。ねらいに応じて比較の
タイプを選択したり組み合わせたりする必要がある。 
 



(5)中学校・高等学校の授業開発 
 中学校歴史的分野の終結単元「紙幣の図柄が表すもの」、中学校歴史的分野の地域史単元「身
近な地域のなかの武田信玄」、高等学校歴史総合の導入単元「山梨県立博物館が語る歴史」を開
発した。 
 「身近な地域のなかの武田信玄」は、ヒストリー学習を一環とするメタヒストリー学習を基
軸とし、現在の身近な地域における歴史の為され方を分析検討する地域探究としての新たな「身
近な地域の歴史」の学習を可能にするものである。 
 
(6)小学校の授業開発 
 小学校第６学年における歴史学習のためのプラン開発も行った。安土桃山時代の単元におけ
る複数の歴史マンガに関する学習、戦後史の単元における「県民の日」に関する学習、及び、
終結単元における紙幣の肖像画に関する学習（「お札の顔の昔と今」）である。 
 小学校の「お札の顔の昔と今」と中学校の「紙幣の図柄が表すもの」の比較検討も行った。 
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